
郡司ひさゑ奨学生卒業報告 

 

▼「児童養護施設退所者の大学進学について研究」 

関西の大学院に進学した女性 

私は、現在大学生活最終学期を終え、無事卒業が間近に迫ってきました。 

今学期、継続して履修していた教職課程の単位取得を終え、英語科の中学校・高等学校教諭

第一種免許を取得予定となっています。さらに、目標としていた大学院受験についても志望

校に合格し、修士で、児童養護施設退所者の大学進学について研究をする予定です。このよ

うに大学 4年間勉学に安心して励むことができたのは、貴事業団のご支援のお陰です。4年

間という長い間、ご支援ありがとうございました。 

 

▼「多くの方々を幸せにしたい」 

九州の専門学校を卒業しスポーツトレーナーとなった男性 

私は医療スポーツ系の専門学校の医療・健康スポーツ科で 2年間、しっかりと学び、この

度、無事に学校を卒業することができました。就職先は大阪府内の会社です。 

2 年間の学校生活を振り返ると、常に目標を持ち続け、それに向かって努力していたため

周りに流されることはありませんでした。煙草やお酒に手を出すこともありませんでした。

私は日々の勉強だけではなく学校が終わるとスポーツジムでアルバイトをしたことでコミ

ュニケーション力、人間力を磨くことができました。社会に出る前、学生のうちにこのよう

な体験ができて本当に良かったと思います。私から「読売光と愛・郡司ひさゑ奨学基金」を

受ける後輩へのアドバイスは「自分がやりたいこと、目標がはっきりしていればブレること

はない」ということです。ナンバーワンではなくオンリーワンを目指しましょう。周りの誰

かと比べるのではなく、自分が何になりたいのか常に意識し感謝の気持ちを持てば必ずな

りたい自分になれます。私はスポーツトレーナーとして、これから多くの方々を幸せにした

いと思います。 

最後に「読売光と愛・郡司ひさゑ奨学基金」の皆さん。2年間、私をサポートしていただ

きありがとうございました。 

 

▼「ご支援への感謝を胸に、社会に貢献できる人間になりたい」 

北関東の専門学校を卒業しネットワークエンジニアとなった男性 

2 年間、奨学金によって学業に専念することができ、無事卒業することができました。夢で

あったネットワークエンジニアへの道を 4月から歩み、新社会人となります。経済的な不安

から解放され、学びに集中できる環境を与えていただいたことに対し、深い感謝の気持ちで

いっぱいです。自分一人の力では絶対に通うことも、卒業することもできませんでした。皆

様からいただいたご支援への感謝を胸に、社会に貢献できる人間になりたいと強く思ってい



ます。これからは、自分の可能性を最大限に引き出し、社会に貢献できるよう全力を尽くす

所存です。今は、転居先も見つかり、引越し作業や転居届などが、とても忙しく、バタバタ

しています。 

 

▼「沢山の人の役に立ちたい」 

関東の専門学校を卒業し国家公務員となった男性 

私は関東の専門学校を卒業しました。2年間はあっという間でしたが、学力が上がり大

きく成長できたと思います。偏差値があまり高くない高校出身でしたが、勉強に励み「分

からないを分かる」に変えたことで、数々の試験をクリアできたと思っています。公務員

試験まで半年のタイミングで、毎日午後７時半以降まで 1人で学校に残り、勉強をしたこ

とも成果につながったと思います。元々消防官志望でしたが、目指してる人や聞いていく

うちに自分には合ってないのではないかと感じ、早めに事務系へ進路変更した判断も奏功

したと思います。 

私自身、様々な人に支えられてこれまで生きてきました。自分と同じように助けを求め

ている人を支えたいと思い、地方に限定するのではなく、沢山の人の役に立つことができ

る国家公務員を目指し、多くの官庁訪問を繰り返しました。最も受かりやすい前半のシー

ズンに、ある省庁から最終面接の話をいただいた際、甘さが出て官庁訪問を一時中断して

しまったのが良くありませんでした。落ちると思っていなかったのですが最終面接で落ち

てしまい、就活を中断したブランクは大きく、事実上最初から後半戦に突入することにな

ってしまいました。前半よりも倍率が何十倍に膨れ上がり、挫折を沢山経験しました。本

当にメンタルが辛かったですが、持ち前の諦めない気持ちと沢山の人からの応援を頂いた

ことを励みに、最後まで頑張ることができました。苦労して手に入れた内定です。本当に

頑張って良かったなと思いました。この経験がまた一歩自分を成長させたなと強く思いま

した。内定したから終わりではなく、これからが大切だと考えており、たくさんの人の支

えになれるよう精一杯やれることをやります。 

そして読売光と愛の事業団様、支えて頂き本当にありがとうございました。専門学生 2

年目はアルバイト等はせず就職に専念することができ夢を掴む事ができました。本当にあ

りがとうございました。 


